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人感ライト
E属政gfAiS長司

LC・12C(プラグ式配線・フランジ取付)・LC-12CB(プラグ式配線・バイス取付)

このたびは本商品をお買い求めいただきまして、まことにありがとうございます。

ご使用の前に、本説明書をお続みいただき、正しいご使用をお願い申し上げます。

人感ライト LC・12C、LC・12CBは人体から放出される熱線を検知し、ライトを点灯、点滅させる自動照明器です。

省エネ便利灯、侵入者の威嚇等様々な用途にご利用頂けます。

また新開発の自動可変点灯モードにより、ライトを点灯させた後点滅させる複合動作を可能としました。

1各部の名称

検知窓

|設定・調整ボリューム|

回転アーム

回転ロックボルト

首振りロックボルト

取付鎌ボルト

首振りアーム
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2設置上の注意

限@
-人体等検知対象物が検知エリアを

+歯切るように取り付け、 2量定して

ください。

-必ず水平より下向けに設置してください。
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-正面から見て検知完置が傾かないように設置してください。
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-急激な温度変化のある渇所 (冷暖房器具の吹出しロ等)、 検知エリア内に

動くものがある場所 (植物、洗溜物等)には取り付けないでください。

-検知エリアが敷地外に出ないよう

に取り付け設定してください。

(思わぬ物を織知するiI合があり

ます。)

-機知エリア内に遮光物体{透明ガ

ラス等を含む)があるとその彫の

節分は非織知箇所となりますので

ご注意ください。
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3使用上の注意

-電源投入後約 1分間は織器安定の時間を設けである為動作致しま

せん0

・*機のライト動作はオフディレイ動作となっている為、検知時間

+設定時間の間ライトが動作します。

センサが検知している問(検知時間)は設定時間に関係なくライ
トが動作し続けます。

・ホース等で直接水をかけないでください。
(防雨情造であ り、防水構造ではありません)

4検知エリア

----設~~・・J.姐悶・・・・・

ー は 使 用 … ト

本人感ライトは人体の移動によって生じる〔遠〕赤外線エネルギー

の変化をキャッチするよう設計されています。従って、検知エリ

アの環境が何らかの要因で悶様の変化をおこ した湯合は、人感ラ
イトは判別できずにライトを点灯する場合がありますのでご了示

ください。
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5設定・調整機能

本織は様々な使用状況に対応できるように、ライト及びセンサの動

作に関し以下の設定、調整機能を備えています。センサ下面にある

ボリュームにて設定、調整が可能です。

||動作時間調整 11

(ライト動作)

人を検知した際のライト・動作時間を調整する様

能です。本線には以下の点灯動作 ・フラ ッシング
(点滅)動作の 2種の動作機能があり、個々の時開

設定により ①点灯のみ ②点灯後フラッシング

(点滅)の2通りの動作選択が可能です。〔自動可

変点灯モード〕

1 ~ :tTコーーー検知後の点灯時間を設定する機能です。

約2秒~約5分の聞で調整可能です。

177.;/:/>11----機知点灯後の点滅時間を設定する機能です。

0-約5分の間で調整可能です。(‘0'設定時点滅無し)

.*織のライ ト動作時聞はオフディレイ動作となっております。

実際の動作時間は検知時間+上記設定時間となります。
・動作確認時は点灯2秒、フラッシングOにしてくださし、。

・自動可変点灯モー ドでは、検知時間+設定点灯時間の点灯終了後、
フラッシング(点滅)が段定時間動作します。

・〔自動可変点灯モード〕便利灯としてご使用の樋合は点滅により
消灯の近い事をお知らせします。また防犯灯としてご使用の窃合

は、点灯→点滅と変化すことにより威嚇効果が倍憎します。

(フラッシング中に再検知した場合は点灯から再スター トします)

l動作モード

(ライト動作}

*織は人を検知した際、周囲環境が設定さ れた明
るさより暗い場合のみライトが動作します。

その周囲照度(明るさ)を設定する機能です。

約10Lx (夜)-∞(昼夜)の閉で調整可能です。

・昼夜…… 1日中動作させたい場合、動作チェック時
・夜'"・H ・..夜間(暗い時)のみ動作させたい場合

牢中間の微妙な設定は、周囲が設定したい日月るさ
のときに動作確認を行い調整してください。

l感度ボリューム||人を綾知するセンサの感度を設定する後能です。
目約20%-180%で調整可能です。(中点時100%)

(センサ感度) 通常は中点で、周囲環境が悪く動作不安定の場合

は中点以下に鵠整してくださし、。



6取付手順 7動作確認

(1 )取付場所及ひ取付姿勢を選択します。

(2、 4参照)

(2)・LC・12C……・・取付フランジを付属ネジ4本にて固定します。・LC-12CB..・H ・取付パイスの蝶ボルトを施め、固定する箇所を

はさみ込みしっかりとネジ絡め固定します。

| 1動作チェ ックモードの設定・確認 l 
-各ボリュームの位置が下記設定 (出荷時設定)にあることを

確認します。
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(3)首振りアームの淑付蝶ボルトをゆるめて取付フランジ、取

付パイスに差し込み仮固定します。 111・動作確認償却手I才三機器動作ーの確認11
(1)取付手順(5)までの終了を確認 します。

(2)電源を投入し約 1分待ちます。

(後器が安定するまで約 1分は動作しません)

(3)検知エリアを繊切るように歩き、ライトの点灯にてエリアの

位置、大きさを確認し角度等の調整を行います。

*ライトの光輪l;tエリア最外郭の中央を指向 しています。

(4)回転ロ ックボルト、首振りロックボルト、取付蝶ボルトを

少しゆるめ、検知エリアの方向、角度を決定した後、締め

て固定します。 (4参照)

3本設定 1 
-使用目的に応じて動作時間調整(点灯、フラッシング)、動作

モードを設定し、確認を行います。(5参照)

(5)動作チェ ックモードの設定、確認を行います。 (7参照)

(6)動作確留を行います。(7参照)

8点 検方 法 (正常な動作をし吋)
次の図に従って点検してください。点検した結果、なお正常な動作に回復

しない場合は、ご購入j苫または当社までお申し出ください。

-E翠霊童ヨ・ I | 処 苧

時々動作しない

電源が入っていない (断線も含む)、 電源電圧が低すぎませんか

電源を入れて約 1分間経過しましたか

電源線をチェ ックし電源電圧を適正にする

約 1分間待つ

全く勘作しない 検知エリア前面に遮光物体がありませんか{ガラスも遮光物体となります)卜→遮光物体を取り除く

機知エリアの設定l;t適切ですか (織知距磁を含む) ト斗検知エリアを再調整する (4参照)

動作モードの設定l;t適切ですか

機知エリアの設定l;t適切ですか {検知~.を含む)

動作モードを再調整する (5参照)

検知エリアを再調整する (4参照)

人が通らないのに齢
作する

機知窓表面がほこりや水滴で汚れていませんか 卜寸柔らかい乾いた布でふきとる

電源電圧が不安定になっていませんか ト→電源電圧を適正にする

検知エリア内で何か動くものがあったり、急激な温度変化が起こっていませんかト-l原因となるものを取り除く 感度ボリュームを低い方に調整する

電気的結 (放送局、アマチユア無線局等)の発生源純くにありませんかト|取付け場所を変更する

検知エリア正面から太陽光、ヘッドライト等の直射はありませんかト→取付け場所を変更する 検知エリアを再絹整する (4参照)

E量定した検知エ リアと恩われる以外の人や車を検知していませんかト斗検知エリアを再調墜する (4~照)

犬、猶等の小動物が出入りしていませんか 小勘物の出入りを防ぐ



9仕様

ロロロ 名 人感フイト

品 番 LC-12C LC-12CB 

機 知 方 式 パッ シブ ・インフラレ ッド方式

検知エリア 立体機知 (最長部12m)

センシァィブゾーン 12M 

電 源 電 圧 AC100士10V(50 / 60Hz) 

i聞 • 電 力 2W+使用電恕

点 灯 時 間 約2秒~約5分の点灯(連続)後、0-約5分のフラッシンダ(点滅)

繍 動作

点灯 約 2秒~約 5分
(連続) (検知時間+約2秒~約 5分のオフディレイ動作)

時間 フフ ッシング 約 2秒~約5分

(点滅) (点灯 〔連続〕 後、0秒~約 5分のフラッシンク〔点滅〕 する)

整 動作モ ー ド 約10Lx-∞(照度問わず) (フイトの点灯可能照度}

感 度 約20-180%(中点目寺100%)

通 4E2ヨh 電 球 ビーム電球 :40-150W (傑準装備100W)

使用可能周囲温度 -20-+50'C (結録、氷結無きこと)

設 置 場 P!T 屋内 ・屋外 (防雨構造)

配 線 方 式 プラグ式

取 付 方 法 フフンジ式(壁面 ・夫井商) 1 パイス式

質 量 1300 9 (電線含む) 11350 9 (電線含む)

タ十 観 ブフック(本体 :PC樹脂)

オプション 引掛シーリング (BC-15)、黒色パイス F3

10外形寸法図 (単位:mm) 

取付穴

| LC・12C 1 

'360'可変。。
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血 栓に関するご注意

・この機器の出力媛点には表示 された ，-、
容置を越えるような機器を纏続しな ，......、

いで ください。 ¥.、ゾ

火災の原因となる場合があ ります。 -
③
 

帽唱

。
合

の
い
場

外
さ

る

以
だ
な

圧
く
と

電
で
因

源

い

原

電
な
の

た
し
電

1

れ
周
感
ま

さ
使

・
り

示
を
災
あ

表
源
火
が

• 
-この機器を分解改造しな K言、
いでください。 I"ijl I 
火災・感電の原因となる1晶 ~ 
合があります。 分解U止

-免責事I頁について・
・本商品は各植の監視、普戒、報知、起動、威嚇、忌避、制御、 ~I身などに使用するもので盗鰍防止器、災嘗防止器、
環境破填防止器ではありません。万一発生した盗難事故、人身事故、災害事飯、環焼破場事故などによる事故
嫡害については責任を負いかねます。

・本商品の取り付け‘取り外し時の事故で発生した怪我、j司容については弊社は一切責任を負いません。
・本商品の取り付け、取り外しによる謹物等への鍋傷についても弊牡は一切責任を負いません。
・地震・雷および弊社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意または過失、誤用、そ
の他異常な条件下での使用により生じた禍害に閉して、弊社は一切責任を負札、ません。

・本商品の使用または使用不能から生ずる付随的t.t1自害(事業利益の損失、事雛の中断、記憶内容の変化・消失、
通信機会の消失など)に関して、際社は一切の責任を負し、ません。

・取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた備容に関して、弊社は一切責任を白いませ九。
・弊社が関与しない媛続犠器、ソフトウエアとの組み合わせによるt異動作などから生じた損害に関して、軍事社は一切
責任を負L、ません。

・本商品に関し、いかなる場合も弊社町費用負但は、本商品の価格内とします。

・仕織など予告なく変更する場合が晶りますのでご了承ください。*品質に関して1:.当社の品質保直規定に基づき保証さぜていただきます。万一不具合主点がございましたら、お買上の販売底にお申L出ください。 INo.64・026I 0305 I 

~圃・・同h 物申UンザークJレーブ

(:AKサ竹中エンジニアリンク株式会社
司ー- 汎用機器事業部

事業本部 〒607・8156 京都市山科区 東野五条通外 環西入83・1
TEL(075) 594-7211 (ft) FAX (075)501-2085 

札幌・仙台・郡山・さし、たま・所沢・千葉・東京・立11卜機浜・長野・静岡・名古屋・金沢

京都・大阪・神戸・広島・高松・福岡・熊本'U.S.'U.K.'AUS

hllp:llwww.lakex-eng.co.jp/ 




